キョウツウ キョウイク ティーチング アシスタント ケンシュウ ノ ジッシ ト ブンセキ by ハットリ, ケンジ et al.
Osaka University
Title「共通教育ティーチング・アシスタント研修」の実施と分析












Implementation and Analysis of “ the In-Service Training Program for Teaching Assistants 
in General Education" 
Kenji HATTORI and Kazuaki YAMANARI 
Institute for Higher Education Research and Practice p凶med and held 出巴 fust “in-service training progr創n for teaching 
assistants in general education" in April 2009. Prior to 出is training, we c紅ried out a survey on tbe operations of teaching 
assistants and, on the basis of the results, org加ized the training program. The contents are the follows: (1) outline of 山e
gene凶 education in Osaka University, (2) status and operations of teaching assistants, and (3) specifc areas of attention 
for teaching assistants. According to the results of a questionnaire survey taken after the training program, many participants 
gave tbe program a higb rating. Howev巴r， w巴 have some areas of improvement for future programs: grasping the actual conｭ
ditions of teaching assistants more correctly, p巴rsonalized treatrnent, follow-ups , flexible schedules, and 50 on. 
はじめに
大学教育実践センタ ーでは、 FD 推進部門を中心に
「共通教育ティ ーチング ・ ア シスタント研修J (以下 、
TA研修)を初めて企画 ・ 実施した。それは授業期間前





















1. TAアンケート (事前アンケート ) の実施



















ることができたと思いますか」 という設問 (図 1 ) と、
「あなたはTAとしての仕事はうまくできたと思います
かJ (図 2 ) に対して、いずれも約 8 割が肯定的な回答
(1大変うまくできたHややうまくできたJ ) をしている 。
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う設問 (図 3 )には約 9 割が「楽しかったJ ( 1大変楽し
かったJ 1やや楽しかっ たJ) と回答し、 「担当科目のTA
の仕事にやりがいを感じましたかj という設問 (図 4 ) 
には、約 4 分の 3 が肯定的な回答 (1大いに感じたJ 1や
や感じたJ ) をしており、多くのTA が仕事にやりがい
を感じている 。










52首 | ロ 4全く感じず
図4. やりがいを感じたか
同様に、 「担当科目のTAをや って自分のメリットにな
ったと思いますか」 という設問 (図 5 ) には、 9 割以上
が 「大いにそう思う J 1ある程度そう思う j と回答 して
おり、大多数がTAをや っ て自分のメリットになったと
思っ ている 。 「今後も担当科目 (またはそれと同等の科
目 ) のTAの仕事をしたいですかj という設問 (図 6 ) 
には 7 割以上が継続を希望している ( 1是非やりたいj



























と思いますかJ (図 8 ) である。
前者については、 TAの約 7 割が「教える仕事に向い
ている」と思っている ( 1大いに向いていると思う J 1や
や向いていると思う )。 後者については、約 4 分の 3 の
者がTAの経験が将来の教育活動に「参考になった 」
( 1大いになったと思う J 1ややなったと思う J ) と考えて
いる。
これらの回答状況から、 TAにはプレFD と しての効果
があると思われる。少なくともプレFDの機会としての
TAの潜在的可能性は認められよう 。 プレFD としての効
果は、意識的であれ無意識的であれTA俣IJ にもかなりの
程度認識されている。意識的に取り組ませることで、よ


















いくつかの課題も明らかになった。まず第 I に、 TAの
半数は担当授業科目のシラパスを読んだことがない。 す
なわち、 「あなたはTA担当授業科目のシラパスを読んだ
ことがありますか」 という設問 (図 9 ) に対して、 50 96
が「読んでいないJ と回答している 。




















第 3 に、 TAと教員の相談時間が設定されてたケース
は少数にとどまっている 。 すなわち、 ITAの仕事に関し
て授業担当の教員との相談時聞は設定されていました
か」 という設問 (図 11 ) に、「はい」 と答えたのは約 2
割であった。 ただし、多くは 「設定はされていなかっ た











この他にも、 ITA として働いてみて、 TAの仕事を始
める前に予め聞いておきたかった、知っておきたかった









































































































ンケー ト j を実施した。 参加者のうち 90名が回答した。
このアンケート自体はシンプルなもので、「本日のプロ
グラムは貴方にとって有益なものでしたか」 と 「本日 の
TA 研修は全体と して貴方にとって有益なものでした
かj という 2 つの設問に自由記述を加えたものである選
択式の質問については、いずれも肯定的な評価が大半を




































































第 2 に、逆にTA研修後のTAに対するフォロ ー ア ップ





する必要があろう 4 1 0






























1 ) 宇田川拓雄 ITA よ大志を抱けー北大TAアンケート議]盆結
来の分析と考祭-J r高等教育ジャーナルー高等教育と生涯
学習 - J 第15 号 (2007 年) 、 1 1 3 ~ 131頁。 アンケート用紙
には、これをもとに作成したことを明記した。
2 )ただし 、 TAの仕事については殆どのTAが指導を受けてい
る 。 「担当科目のTAの仕事 (授業補佐，準備作業，採点な
と)について，数日から指導を受けましたかJ という設問







4 ) 大学教育実践センター ・ TA活用検討委員会にて作成検討中
である。
(はっ とりけんじ 大学教育実践センター
FD推進部門・准教授)
(やまなりかずあき 大学教育実践センター
FD推進部門 ・ 教授)
